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牧会カウンセリングを考える度に思い出
すエピソードがある。それは傍若無人，思
春期真っ盛りの筆者が今は亡き母と交わし
たある日曜日の午後の会話である。「今日
のパパの説教，また起承転結がはっきりし
てなくて何を言っていたのか良く分からな
かった！」母は答えて言った「説教は牧師
にはとても大切なお仕事だけど，牧師の仕
事は説教をするだけではないのよ。牧会者
にはその他にもいろいろな働きがあるの
よ。」その時は的外れに感じた母の返事に
はたぶん反発したであろう筆者は，“牧会
者側”に立って教会で奉仕するようになっ
てそのことばの意味が少し分かるようにな
ってきた。
「魂への配慮」と訳される「牧会」は，
深く人間存在に結びついた次元で対処され
るべきでないかという考えのもと，工藤信
夫氏は精神科医として心の領域の問題と関
わることを｢牧会｣ととらえている(1)。工藤
氏の説く｢牧会｣に賛同する者として，人生
経験も臨床経験も浅く未熟さは否めない筆
者ではあるが，心理職に携わる者の立場か
ら牧会カウンセリングに参考にしてほしい
本の紹介をしたい。カウンセリングとは，
人間関係と援助の心理学を基礎とした学問
で，カウンセラーとは人間理解の方法と人
間援助の方法を知り且つカウンセラー自身
のことをよく知っている人であると理解さ
れる(2)。つまり，カウンセリングを考える
時には漓人間理解滷人間援助澆カウンセラ
ーの訓練，という三つの大切な分野が扱わ
れる。「牧会」が人間存在に深く結びつい
たところで扱われるものとすると，これら
の三つの分野は牧会カウンセリングにも応
用できるのではないだろうか？
蠢．人間理解：
人間理解を進めるには，人間自身の研究
と人間をとりまく環境についての研究があ
る。前者ではパーソナリティー又は人間の
発達に関する理論が，後者には精神衛生，
家族，社会，文化の領域に関する学問が含
まれる。
人間には誰もがもつ発達のメカニズムが
ある。一人の人が生まれてから死に至るま
での様子（身体的，精神的発達）を研究す
るのが生涯発達心理学である。かつては子
供の発達を中心に研究されていると考えら
れていた発達心理学だが，高齢化時代にあ
って人の一生涯を扱う必要性と重要性が問
われている。人間がどうやって発達，成長，
変化していくのか？その発達途上で起りう
る問題や障害は何か？人間理解の上で基本
的且つ大切な問いであろう。岩波書店から
出版されている現代心理学入門シリーズ
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（全５巻）は，心理学の入門書である。第
２巻「発達心理学」は，“現代の日本”を
取り入れた観点で乳幼児から老年期に至る
生涯発達を解説している人間理解の基本を
学ぶにふさわしい本である。本書の特徴は，
読む側，学ぶ側の理解に配慮がされている
点である。各章の終りには章のまとめと演
習問題があり，抽象的，概括的になってし
まう学問的理論を，読者の日常生活でおこ
りうる場面で考える試みがなされている。
主要トピックに関連した33の記事も教育的
効果が高い。
副題が“発展と成熟”とされているポー
ル・トゥルニエ著作「人生の四季」（ヨル
ダン社）もまた人間理解を促す一冊である。
「私がこの小冊子を著したのは，人間の生
涯は絶え間ない発展の途上にあること，そ
して人生には誰もが必ず経なければならな
い時期があって，そのそれぞれの時期ごと
に神の計画が定められているのだというこ
とを分かって頂きたいと思ったからです。」
(3)とトゥルニエ氏は言う。キリスト教的人
間理解がこの本では展開されている。この
本で人間の研究・人間理解において重要で
あると説く点は，具体的で個別的な生に焦
点をあてること，つまり一人の人間の歴史
と生成である。一人の人の歴史を大きく四
つの季節に分けて医学，心理学，哲学，聖
書の深い知識と理解を，著者の「生ける神
との自覚的な出会い」(4)つまり彼のキリスト
教信仰によりインテグレイド（統合）して
人間の生涯を説いていく。「人間科学の真
の意義とは，私の考えでは，私達人間につ
いて神が抱いておられる意図を探求する努
力だと思います。神について私達が抱いて
いる見解を究明すること－これは神学の仕
事です－ではなくて，私達について神が抱
いておられる考えを究明することこれが人
間科学の意義なのです。」(5)約40年前に記さ
れたこの著書が21世紀を目前にした現代の
日本に生きる者に新鮮でチャレンジングな
のはトゥルニエ氏のこの言葉の中に秘密が
ありそうである。
人間をとりまく環境に関しての本は多種
多様である。その多種多様性と紙面の都合
上，ここでは大きく精神衛生，家族，社
会・文化と三つにわけて雑誌と著者の紹介
をする。最近は“こころ”流行りである。
“こころ”がつく本はよく売れるそうであ
る。やはりこころ病める時代なのだろう
か？日本評論社から出版されている「ここ
ろの科学」という雑誌がある。正にこころ
を科学する専門誌なのだが，幅広く社会現
象を取り扱い，現代のこころ，こころの問
題について様々な観点から編集されてい
る。専門的な内容を扱っている割には読み
易いのがこの雑誌の特徴である。バックナ
ンバー№50「現代の抑うつ」，№53「アイ
デンティティー」，№69「大学生のこころ
の風景」，№70「いじめ」，№76「神経症の
現在」等は現代の人々のこころや精神衛生
を理解するために役立つのではないだろう
か？
河合隼雄氏は日本で屈指の心理学者であ
る。すばらしい研究や著作が大変多い河合
氏からは，人間理解，人間をとりまく環境
について多くを学べる。中でも日本の家族
を考える上で「家族関係を考える」（講談
社現代新書）は一読しておきたい本である。
家族の問題をつきつめて考えることは，本
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来的に宗教的な問題とかかわらなくてはな
らないことだ(6)と著者は一貫して説く。ヒ
ューマニスティックな学問である心理学と
キリスト教信仰は相容れないものだという
声をよく聞く。河合氏のこの著書は，前述
した“人間科学の意義は私達人間について
神が抱いておられる意図を探求する努力”
だということを家族の枠組みの中で考えさ
せてもくれる。
土居健郎氏もまた日本及び世界で著名な
精神科医である。日本語に独特で，日本人
の心性を特徴づける「甘え」はあらゆる文
化で普遍的であることを，土居氏は30年に
渡る思索の中で示している。弘文堂からは
「「甘え」の構造」以来「甘え」に関する本
が10冊程出版されているが，ＰＨＰ研究所
から去年出版された「聖書と「甘え」」は，
人間をとりまく環境の社会・文化に関し
て，そして宗教一般に関して洞察が行われ
ていて興味深い。河合氏や土居氏のすばら
しさは，日本の社会・文化の特有性をとて
も大切にして彼らの研究が始まっていると
ころにある。
蠡．人間援助：
人間援助の分野では，カウンセリング理
論と技術が扱われる。カウンセリングの理
論は細かくみていくと30種類ほどある。個
人の人間観や性格にあった理論と技術を深
く学ぶのが専門家のカウンセラーがするこ
とであるが(7)，牧会カウンセリングはカウ
ンセリングのスペシャリストが行うという
よりは，ジェネラリストが行っているのが
現状であろう。ジェネラルにカウンセリン
グの理論を学ぶには，国分康孝著「カウン
セリングの理論」（誠心書房）がふさわし
い。学派中心志向でなく，自らをカウンセ
リング・サイコロジストと称して折衷主義
の立場をとる著者がカウンセリングの理論
をジェネラルに分かりやすく解説する。
クリスチャンの観点を持ってカウンセリ
ングの理論と技術が読みやすく分かりやす
く著されているのは，工藤信夫著「援助者
とカウンセリング」（いのちのことば社）
であろう。トゥルニエ氏と工藤氏の著書に
何か同じ流れの様なものを感じるのは，両
者が自身の専門分野においてキリスト教信
仰を具体化しているためであろう。
蠱．カウンセラーの訓練─自己理解と自己
受容：
臨床心理の現場に関わる者として常々感
じさせられることは，スーパービジョンを
施されることと，学んでいくことの不可欠
さである。理論的・技術的なことはさるこ
とながら，自分自身を知り，受け容れてい
くことが人とかかわり，援助の一端を担う
者にとっていかに重要であるか！本の紹介
という主旨には沿わないが，自己理解，自
己受容を推し進めるための学習として提言
したいことは，グループ・ワーク，セミナ
ーの参加や異なる立場の方々との交流であ
る。他の個を否定したり，蔑ろにする排他
的な態度をもって「相手の行動の変容を援
助する人間関係」(8)を結ぶのは至難の技に違
いない。
最後に，具体的な個々の人間に焦点をあ
てて人間理解をする聖書という書物は，自
分自身を理解し，受け入れるため読むに最
もふさわしい世界のベストセラーである。
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この記事を三つのセクションにわけて本
の紹介を試みた。意識してそうしたわけで
はないが，人間理解のセクションの比重が
大きいこと明白である。筆者の携わる現場
─臨床の場，教育の場，教会の場─で“私
は私なのです。そこからはじめてくださ
い！”という趣旨の訴えが日々聞かれるの
である，そのためだろうか？「魂への配慮」
は人間を理解することから始まらなくては
ならない類の業なのかもしれない。
紹介図書のリスト（紹介順)：
漓遠藤利彦，久保ゆかり，無藤 隆著（1995):
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滷ポール・トゥルニエ著，三浦安子訳（1970):
「人生の四季」ヨルダン社
澆[こころの科学」日本評論社
潺河合隼雄著（1980）：「家族関係について」
講談社現代新書
潸土居健郎著（1997）：「聖書と「甘え」」Ｐ
ＨＰ新書
澁國分康孝（1980）：「カウンセリングの理
論」誠心書房
澀工藤信夫著（1992）：「援助者とカウンセ
リング」いのちのことば社
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（４）同，p. 146
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（８）國分康孝「カウンセリングの理論」
（誠心書房，1980）p. 5
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Short Study
IS THEOLOGY DEAD?
Stephen T. Franklin
Is theology dead? The answer is yes and no.
Yes, because the last great systematician, Karl
Barth, died thirty years ago, and no one of his
stature has replaced him. Of course, seminary
professors continue to teach courses in doctrine
to new generations of students, but mostly they
pass on what they have received with little devel-
opment of doctrinal content or organization.
Yes, theology is dead because in ordinary
church life, the theological distinctives — say
